
豊岡市プラスチックごみ削減対策実行計画 《概要版》

プラスチックごみを減らす必要あり！ 計画の目標

計画の期間

取り組む主体

あらゆる製品や場所で活用されているプラスチックは、私たちの
生活を快適にしています。しかし、適切に処理されないプラスチッ
クも多く、そうした「プラスチックごみ」が世界的な課題となってお
り、「2050年までに海洋プラスチックごみの総重量が、魚の総重
量を上回る」という試算もあります。
豊岡市においても、円山川や日本海側に多くのごみが漂着し、
景観や生態系に悪影響を及ぼしています。

コウノトリと共に生きる未来の
子どもたちが、豊かな自然環境、
豊かな社会環境、豊かな文化
環境の中、笑顔で過ごせるよう
に、プラスチックごみ削減に取り
組む必要があります。

目 標：豊かな環境を次世代まで守り続けます

数値目標：2030年までに使い捨てプラスチック
ごみをゼロにする

本計画の期間はSDGｓ達成年である2030年までの９年間とします。
ただし、今後のプラスチックごみを取り巻く社会情勢等の変化などに
より、必要に応じて計画を見直します。

市民、事業者、学校、団体、行政など、多様な主体が連携
し、豊岡市が一丸となって取り組みます。

使い捨てプラスチックごみとは…

「使い捨てプラスチックごみ」とは、「一度
使用され、そのままごみとして捨てられる
プラスチック」のことです。レジ袋や食品
容器、ペットボトル、スプーンなどのカトラ
リー、ストローなどが該当します。ただし、
再資源化されるものは、「ごみ」ではなく
「資源」となります。

マイクロプラスチックとは…
５mm以下の小さなプラスチック片のことです。
マイクロサイズで製造したプラスチックを「一次
的マイクロプラスチック」、大きなサイズで製造
されたプラスチックが、紫外線や波などで破砕、
分解されマイクロサイズになったものを「二次的
マイクロプラスチック」と呼びます。マイクロプラ
スチックは、含有・吸着する化学物質が食物連
鎖に取り込まれ、生態系に及ぼす影響が懸念さ
れています。

スローガンは

「みんな一緒にワンモアアクション」



実行に大事な３つの視点「知る」・「出さない」・「回収する」

知る

地域の自然環境について、市民が十分な知
識と愛着を持っており、守るべき自然の価値を
知っています。

使い捨てプラスチックの利用が減り、資源が
循環しています。

ごみがない自然環境や景観が守られていま
す。

出さない 回収する

●あらゆる場所や行事・会合で、プラスチック
ごみ問題をわかりやすく伝える啓発活動を
行っています。

中目標 中目標 中目標

行動指針 行動指針 行動指針

●プラスチックごみが生態系に与える影響を
市民みんなが知っています。

●市民が定期的にごみについて考え、語り合
う場を設けています。

●プラスチックごみ削減に取り組んでいるこ
とが可視化されています。

●使い捨てプラスチックの削減に関する支援
制度や条例が導入、制定されています。

●再生材や植物由来素材の製品を製造・利
用しています。

●日常的に使い捨てプラスチックを使用しな
い工夫がなされています。

●資源の分別、回収、適正処理が徹底されて
います。

●漂着ごみが多い河川や海岸で、定期的な
清掃活動を実施しています。

●市街地や観光地でも、ごみがない状態が
維持されています。

●漂着ごみや河川ごみの動向を常にモニタ
リングし、対策を検討します。

●ポイ捨てをさせない工夫がされています。
分別すれば資源、捨てればごみ

学年のPTA活動でごみ拾い
イベントをされた学校が
あったり、ハロウィンに仮
装して市街地のごみ拾いを
された方々もいます。

・外出時のマイバッグ、マイボトル持参

・使い捨てプラスチック製品の要否確認、受け取り拒否

・ごみ処理時のプラスチック分別の徹底

・イベント時のごみ削減・分別の徹底

・テイクアウト時やイベント時のリユース容器使用

・リユースフリマの開催

・プラスチック削減につながる条例制定や支援制度の導入

・会議時のペットボトル飲料の提供取りやめ

・清掃活動への参加、企画

・ごみのモニタリング調査

・プラスチックごみ等に係る勉強会への参加

・マイボトル用のウォーターサーバー導入

・環境配慮製品の製造、利用

・無駄な商品個包装の廃止

・出入り業者も含めたごみ分別・回収の徹底

・ノベルティでのプラスチック削減 など

様々な主体が取り組む行動一覧


